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日本聖公会各教区・教会・伝道所・礼拝堂 信徒・教役者のみなさま 
 

安倍元首相の国葬に対する反対声明の送付について 
 

＋主の平和がありますように。 
 このたび、正義と平和委員会の憲法プロジェクトを中心に、首座主教・正義と平和
委員⻑・管区事務所総主事名で「安倍元首相の国葬に対する反対声明」を発出いたし
ました。 
 連日の報道でも問題になっています統一協会と政治の関係をはじめ、安倍元首相が
行なってきた有事法制や原発の再稼働、特定の学校法人への優遇などその政策への 
検証がなされず、国葬を行なうことによって、それらがうやむやにされてしまうと 
懸念するからです。そして何よりも、聖書にしるされている「あなたには、私をおい
てほかに神々があってはならない。」（出エジプト記 20：3、聖書協会共同訳）という
教えに反し、逝去者の神格化につながるとこと、思想・良心の自由を保障する憲法  
第 19 条に反するものだと考えます。故人の魂の平安を祈ることは否定されるべき 
ものではありませんし、声明に記された考え方を信徒・教役者のみなさまに強要する
ものではありませんが、同じように国葬も強要されるべきものではありません。 

すべての人のいのちが神さまから等しく与えられた大切なものであり、教会はこと
に弱い立場におかれた人々、小さくされた人々、痛みを覚える人々のいのちに寄り添
うことがその使命だと信じています。それゆえに、特定の個人を特別に多額の税金を
用いて国葬とすることに反対の立場を表明するものです。 
 教会で政治的なことを語ることに違和感を覚えるという声もありますが、政教分離
という考え方は、かつての国家神道のもとに戦争へと邁進した過去の反省に立ち、 
政府が特定の宗教を強要したり優遇したりしないようにするという考え方です。それ
ぞれの宗教の信仰に基づいて、すべてのいのちを大切にするという視点から、声を発
することを制限するものではありません。どうぞ、みなさんの教会の中でも、いのち
にかかわる様々な課題として捉え、祈りの内に覚え、話し合う機会をお持ちいただけ
れば幸いです。 

2022 年 9 月 2 日 
 日本聖公会管区事務所 宣教主事 司祭 卓 志雄 
            総主事  司祭 矢萩新一 
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私たち日本聖公会は、以下の観点から 9 月 27 日に予定されている安倍晋三元首相の国葬に  

反対します。 
 
１．国葬に法的根拠がない中、国会の審議を経ずに閣議決定したことは、⺠主主義の根幹を   

揺るがします。また、「国葬令」の失効の経緯を顧みることなく国葬を強行することは、   
「国家主義」の再興を意図しているとしか思えません。法治国家、⺠主国家として、国葬を
実施すべきではありません。 

２．政府は、国葬当日に地方自治体や教育委員会などに弔意表明の協力を求めないとしています。
しかし、国葬によって国⺠全体の敬意、弔意を表すという位置づけは変わりません。その上、
全国の都道府県や教育機関等に弔旗、記帳台、献花台などが設置されれば、国⺠の弔意が  
事実上強いられることになり、私たちの思想・信条・信教の自由が侵害されます。 
また、特定の故⼈を美化する国葬の国⺠への影響、殊に⼦どもたちや⻘少年への影響に多⼤
な懸念を抱きます。 

３．政府は、国葬にすることの根拠の一つとして、安倍元首相が各分野で⼤きな実績を残した  
としています。しかしながら、任期中に行った集団的自衛権の行使を容認する閣議決定、  
安全保障関連法や特定秘密保護法、共謀罪法の制定については、平和憲法の精神を逸脱して
いるとの批判を免れません。また、権力の私物化として⼤きな問題になった森友学園、加計
学園、「桜を見る会」などの真相が明らかにされないまま不問に付されようとしています。  
さらに、今回の襲撃事件の捜査が進む中、⻑い間自⺠党がさまざまな形で関わって来た世界
平和統一家庭連合（旧統一協会）との関係が明らかにされつつあります。先ず、これらの   
徹底した解明、検証をすべきです。また、安倍元首相の任期中の実績を云々するのであれば、
公平性や透明性を担保するためにも第三者機関を設置し、客観的な評価に委ねるべきです。 

４．政府は国葬に、今年度予算の予備費から約２億５千万円を支出することを閣議決定しました。
しかし、この中には国内外から参列する要⼈の警護費用や会場周辺の警備費用などは含まれ
ておらず、総額を⽰そうとはしていません。コロナ禍もあり、国⺠の多くが苦しい⽣活を  
送る中、このような税金の使い方は決して容認出来るものではありません。 

 
このように、さまざまな問題をはらむ中、特定の⼈間の国葬を強行することは、⺠主主義の根

幹を揺るがす動きであるとともに、聖書が警告する「⼈間の神格化」につながるものだと危惧し、
看過することはできません。ここに、わたしたちは、安倍元首相の「国葬」に強く反対します。 
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